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　令和４年８月に発生した土砂災害に対応

する砂防堰堤工事で、隣接での工事もあり、

工程的にも厳しい条件下での施工であった

が、積極的に関係者との連絡調整を実施し、

工程調整を図った。また、施工においては、

ＩＣＴ施工、残存型枠の活用により工程の

短縮を図り、工期内に無事故で砂防堰堤工

事を完成させた。

 村上地域振興局地域整備部

念仏沢川災害関連緊急砂防堰堤工事
村上市貝附

代表取締役社長 加　藤　善　典
〒958-0871　新潟県村上市久保多町７番３号

ＴＥＬ0254-53-4165　ＦＡＸ0254-52-1232

　ラグビーのゴールポストを国際基準に合

わせるための基礎更新工事で、国際試合誘

致のため、令和６年度中に完成させる必要

があったが、スタジアムの利用状況から実

質工期が２ .５カ月しか取れず、非常にタ

イトなスケジュールであった。また基礎地

盤や地下水への対処等で困難が予想された

が、関係者と綿密な打ち合わせを行いなが

ら適時適切な提案で困難を克服し、無事工期内に完成させた。

 新潟地域振興局地域整備部

鳥屋野潟公園新潟スタジアムラグビーゴール更新工事
新潟市中央区清五郎

代表取締役 五　十　嵐　豊
〒950-0150　新潟県新潟市江南区下早通柳田２丁目２番 17 号

ＴＥＬ025-382-3631　ＦＡＸ025-382-2218

五十嵐建設工業株式会社

　当該路線は中ノ沢集落の生活用道路であ

り、う回路となる町道が狭小で冬期間閉鎖

となるため、現道の通行止をできるだけ避

けて工事を進めていく必要があったが、省

スペース化による施工など、積極的に規制

期間を短縮する取り組みを行い円滑な工事

実施に努めた。山間地で道路と並行して河

川が流れ、供用中の現道拡幅といった厳し

い現場条件だったが、安全対策に工夫を凝らし、長期間にわたる工事を

無事故で完成させた。

 新潟地域振興局津川地区振興事務所

一般県道中ノ沢内川線（中ノ沢拡幅）道路改良工事
阿賀町上島

代表取締役社長 猪　俣　一　成
〒959-4501　新潟県東蒲原郡阿賀町九島１２７０番地

ＴＥＬ0254-92-7500　ＦＡＸ0254-92-7550

株式会社 巴 山 組

新潟県優良工事等表彰
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　福島潟と新井郷川との合流部に水門本体を築造するもの。施工地は河道内の軟弱地盤上に位置し、仮

締切工により基礎工および水門工を施工する計画であったが、施工中に仮締切工の変状が発生し、３回

にわたり工事を中断する事態となった。変状の原因となった軟弱地盤の追加対策（地盤改良工等）を都

度実施するとともに、仮締切工の継続的なモニタリングを行うことにより、工期内に安全に工事を完成

させた。

一級河川福島潟福島潟水門本体工事

【代表者】

【構成員】【構成員】

代表取締役社長　石　井　和　郎
〒957-0051　新潟県新発田市城北町２丁目１０番２０号

ＴＥＬ0254-22-3261 ＦＡＸ0254-22-1286

 新潟地域振興局地域整備部

福田・皆川・石井
特定共同企業体
福田・皆川・石井
特定共同企業体

新潟市北区新鼻

代表取締役社長　荒　明　正　紀
〒951-8668 新潟県新潟市中央区一番堀通町３番地 10

ＴＥＬ025-266-9111　ＦＡＸ025-266-5591

代表取締役社長　皆　川　靖　博
〒950-3114 新潟県新潟市北区名目所２丁目 1504 番地

ＴＥＬ025-259-2020 ＦＡＸ025-259-2270

【構成員】

　国道１１７号灰雨改良事業におけるトンネル工事であり、トンネル直上に民家と町道がある厳しい条

件にもかかわらず、施設に影響を与えることなく貫通させることができた。また、コンクリート充填検

知システムにより打設状況を確認するなど、施工管理全般において工夫が見られた。長期間の工事であっ

たものの無事故かつ工期内に工事を完了させた。

一般国道１１７号灰雨改良（仮称）灰雨トンネル（その２）工事

【代表者】

【構成員】

代表取締役社長　野　澤　　勝
〒950-0948　新潟県新潟市中央区女池南３丁目２番３２号

ＴＥＬ025-245-4311 ＦＡＸ025-241-4440

明るい未来を拓く
【構成員】

取締役社長　髙　橋　一　志
〒949-8201　新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊２１６番地１

ＴＥＬ025-765-3145 ＦＡＸ025-765-3907

 十日町地域振興局地域整備部

加賀田・丸運・高橋工務所
特定共同企業体

加賀田・丸運・高橋工務所
特定共同企業体

津南町大字芦ヶ崎

代表取締役社長　馬　場　　康
〒950-8586 新潟県新潟市中央区万代４丁目５番 15 号

ＴＥＬ025-247-5171　ＦＡＸ025-247-8862



（昭和45年11月9日第三種郵便物認可）（別紙3）2025年（令和7年）12月12日（金曜日）【企画特集】

（順不同）

優
れ
た
施
工
管
理
を

優
れ
た
施
工
管
理
を

行
っ
た
優
秀
技
術
者

行
っ
た
優
秀
技
術
者

　長岡下水処理場で処理機能を継続しなが

ら、塩素混和池・伸縮継手部を耐震化する

工事。そのため、塩素混和池の機能維持の

ため仮設管路を設置し、工事は処理場管理

者と綿密な工程調整が必要であった。また、

工期は６月～１０月の５カ月で短いなど制

約条件が多い工事であったが、工期内に工

事を完成させた。

 流域下水道事務所

長岡処理場塩素混和池耐震化工事
長岡市上柳町

代表取締役社長　荒　明　正　紀
〒951-8668 新潟県新潟市中央区一番堀通町３番地 10

ＴＥＬ025-266-9111　ＦＡＸ025-266-5591

　工事は、出水時における土石流被害を未

然に防止することを目的として、砂防堰堤

を整備したもの。コンクリート打設の際、

型枠の一部に透明型枠（アクリル板）を使

用し、打設状況の目視確認を可能とするこ

とで、打設厚さの妥当性の検証、気泡・ブ

リーディング水の残置によるあばた発生防

止に寄与し、品質の向上に努めた。

 佐渡地域振興局地域整備部

野々田沢防災・安全（離島通常砂防）第１号砂防堰堤工事
佐渡市椎泊

代表取締役 菊　池　光　浩
〒952-0011 新潟県佐渡市両津夷２６８－７

ＴＥＬ0259-27-2965　ＦＡＸ0259-27-7476

有限会社 菊 池 組

　令和４年の融雪期に発生した地すべりに

より崩落した道路の災害復旧工事。本県初

となるジャイロプレス工法による地すべり

対策と道路擁壁を兼ねた鋼管杭擁壁のほ

か、横孔ボーリングや鋼製かご枠擁壁など

の複数工種を実施する工事であるが、県内

有数の豪雪地で施工期間が限られる中、適

切に進捗管理と安全管理を行い、無事故で

工期内に工事を完成させた。

 上越地域振興局上越東維持管理事務所

一般県道坊金虫川線道路災害復旧工事
上越市安塚区坊金

代表取締役社長 荒　木　　克
〒942-0315 新潟県上越市浦川原区横川４０６

ＴＥＬ025-599-2336　ＦＡＸ025-599-2339

　幹線道路である国道３５３号の桂橋歩道

橋の下部工工事で、施工箇所は国道８号バ

イパスとの交差点付近に位置し、交通規制

が限られるうえ、既存の桂橋や水管橋など

に囲まれた狭小な空間での施工となるなど

多くの制約があった。こうした中、杭施工

方法を工夫することで国道の全面通行止を

回避し、また入念な施工計画により、工期

内に工事を無事に完成させた。

 柏崎地域振興局地域整備部

一般国道３５３号バリアフリーまちづくり（改築）桂橋歩道橋下部工工事
柏崎市大字横山

代表取締役 吉　原　昭　法
〒945-0855　新潟県柏崎市大字鯨波乙５６８番地６

ＴＥＬ0257-24-7515　ＦＡＸ0257-22-7116

　人家が連坦して通学路になっている現道

の区間を迂回するバイパスの一部となる

（新）小坂橋の右岸橋台を建設する工事で、

現場は基礎岩盤線が設計と異なったが、置

換コンクリートによる変更に対応した。暑

中コンクリートに対しては、学識者、発注

者と協議し、対策を講じて品質確保に努め

た。また、無事故で工事を完成させた。

 長岡地域振興局地域整備部

一般国道４０４号交通安全通学路緊急小坂橋Ａ１橋台工事
長岡市塚野山

代表取締役社長 水　澤　一　昌
〒949-5406 新潟県長岡市浦６３６４番地第５

ＴＥＬ0258-92-3145　ＦＡＸ0258-92-3154

　燕市の交通公園や三条市の県央基幹病

院、三条市立大学など地域の重要施設への

アクセスとなる（一）三条八王寺線におい

て、中ノ口川に架橋されている八王寺橋歩

道橋の橋梁補修工事。８０年以上前に架設

された橋長１６３ .２ m の５径間単純下路

式トラス橋の全径間に及ぶ補修であり、通

行者や冬期の施工への対応が必要となるな

ど、制約の多い工事であったが、施工方法や工程管理を工夫し、工期内

に工事を完成させた。

 三条地域振興局地域整備部

道路更新防災（公共橋補）補正八王寺橋歩道橋補修工事
燕市八王寺

代表取締役社長 小　林　輝　昭　　　　　
〒950-0087 新潟県新潟市中央区東大通１丁目２番 23 号

ＴＥＬ025-255-5158　ＦＡＸ025-255-5157
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　庁舎を新築する工事であり、建築・設備

工事と調整し、安全管理及び工程管理を適

切に行った。また、特殊設備について施設

管理者と使用方法や設備配置の確認など積

極的に協議を図った。また、特殊設備を中

心に情報管理を適切に行い、機密情報保護

を確実に実施した。

 営繕課

南魚沼警察署電気設備工事
南魚沼市小栗山字長表３１２番２他

代表取締役 富　山　　洋
〒949-6775 新潟県南魚沼市宮４６４番地１

ＴＥＬ025-774-2316　ＦＡＸ025-774-2993

　警察署（庁舎棟及び付属棟）新築に伴う

空気調和設備工事で、一般施設とは異なり、

特殊な仕様が要求される警察署の空気調和

設備施工において、建築・電気・衛生設備

工事業者等と長期間にわたる調整を綿密に

行い、適切な品質を確保して工事を完成し

た。

 営繕課

南魚沼警察署空気調和設備工事
南魚沼市小栗山字長表３１２番２他

代表取締役 佐　藤　昂　一
〒949-6680 新潟県南魚沼市六日町３５０－１

ＴＥＬ025-772-2353　ＦＡＸ025-772-4181

株式会社

　公共施設や観光施設を結ぶ重要路線であ

る主要地方道佐渡一周線の前面に新設する

潜堤の異形ブロック製作・据付工事。現場

は、他機関が管理する導水管に近接してお

り、両津湾内の海象条件など制約の多い工

事であったが、作業船舶と既設構造物との

接触防止を徹底し工期内に工事を完成させ

た。

 佐渡地域振興局地域整備部

両津港海岸（原黒工区）潜堤工事
佐渡市原黒

代表取締役社長 奥　村　雄　二
〒951-8650　新潟県新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300 番地３

ＴＥＬ025-229-2511　ＦＡＸ025-222-0657

　佐渡島を周回する主要地方道佐渡一周線

にある海府大橋の補修工事。海府大橋は深

い谷地形を結ぶ高所に架かるため強風に晒

されるほか、名勝地の大野亀などへのアク

セスルートであるために日中の交通規制を

回避する必要があるなど、過酷な作業環境

の中、適切な安全管理のもと無事故で工事

を完成させた。

 佐渡地域振興局地域整備部

主要地方道佐渡一周線海府大橋補修その４工事
佐渡市真更川

代表取締役社長 小　林　輝　昭　　　　　
〒950-0087 新潟県新潟市中央区東大通１丁目２番 23 号

ＴＥＬ025-255-5158　ＦＡＸ025-255-5157

　既存警察庁舎の老朽・狭隘化に伴う、別敷地での新庁舎新築工事であり、定められた開署日に間に合

わせるため、降雪前のコンクリート躯体の完成が必要な厳しい工程であったが、予定どおり工事を進め、

工期内に完成させた。

南魚沼警察署建築工事

【代表者】

【構成員】

代表取締役　井　口　和　成
〒949-7302　新潟県南魚沼市浦佐９４７番地５

ＴＥＬ025-777-3101 ＦＡＸ025-777-3103

【構成員】

代表取締役　森　下　佳　憲
〒949-6102　新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立１３０番地

ＴＥＬ025-784-2357 ＦＡＸ025-784-2628

 営繕課

加賀田・井口・森下
特定共同企業体

加賀田・井口・森下
特定共同企業体

南魚沼市小栗山字長表３１２番２他

代表取締役社長　馬　場　　康
〒950-8586 新潟県新潟市中央区万代４丁目５番 15 号

ＴＥＬ025-247-5171　ＦＡＸ025-247-8862

株式会社 森 下 組

新潟県優良工事等表彰特集新潟県優良工事等表彰特集
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　市道橋梁下の排水路整備で工業団地内の

工事であり、精密機械工場が近接するなか、

細心の注意を払いながら施工を行った。業

者提案により、現況構造物の調査を行い、

仮設及び施工方法を工夫し無事工事を完成

させた。また、狭小な橋梁下での作業であっ

たが、資材運搬等を工夫し対応した。橋梁

添架の水道管に施工機械が干渉しないよう

な対策も行った。

 三条地域振興局農業振興部

県営ため池等整備事業（用排水・小規模・特定）佐印川排水路地区第３次工事
三条市金子新田

代表取締役 酒　井　文　男
〒959-1104　新潟県三条市東光寺３６７１番地

ＴＥＬ0256-45-4599　ＦＡＸ0256-45-4765

株式会社中央建設
地域社会と共に

　狭小なトンネル内の作業であったが、安

全確保に細心の注意を払い、無事工事を完

成させた。工事期間がされ、資材搬入が上

流側からのみであったが、資材搬入方法を

工夫し対応した。また、トンネル内の湧水

を確実に処理し、グラウト注入の品質向上

に努めた。

 村上地域振興局農林振興部

県営ため池等整備事業（用排水・特大）神納用水路地区第６次工事
村上市松沢、岩野沢

代表取締役社長　荒　明　正　紀
〒951-8668 新潟県新潟市中央区一番堀通町３番地 10

ＴＥＬ025-266-9111　ＦＡＸ025-266-5591

　令和４年８月の豪雨により渓流沿いで土

砂および倒木が流出し、人家や市道に甚大

な被害をもたらした地区で、施工現場には

不安定な土砂や流木が大量に堆積してお

り、工程管理、安全管理の徹底が求められ

た。また、上流域には荒廃地が広がってお

り、土石流災害のリスクを踏まえた安全対

策の実施が不可欠であったことから、工事

は難易度の高いものであった。厳しい現場条件であったが、細部に至る

まで丁寧な配慮がなされ、高度な技術力が十分に発揮された結果、出来

形および品質に優れた工事であった。

 村上地域振興局農林振興部

災関治第３号災害関連緊急治山工事
村上市小岩内

代表取締役 小　池　光　之
〒959-3435 新潟県村上市宿田３３０－１

ＴＥＬ0254-66-5015　ＦＡＸ0254-66-5193

　基盤に石礫を多く含む地域のほ場整備で

あり、耕土が薄く、基盤に石礫を多く含む

区域が存在したが、地元との相談を重ね、

施工方法を提案し対応した。また、ほ場整

備に対し熱心な地元に対する真摯な態度で

対応するとともに、近隣小学校への説明や

地元関係者への進捗報告をこまめに行っ

た。

 魚沼地域振興局農業振興部

経営体育成基盤整備事業金ヶ沢地区第７次工事
魚沼市金ヶ沢

代表取締役 仲　丸　恵 美 子
〒946-0106　新潟県魚沼市田中７９６－乙

ＴＥＬ025-799-2048　ＦＡＸ025-799-3773

株式会社 仲丸組

　治山ダム工の規模が大きく、加えて河川

の水量も多いため、大掛かりな仮排水設備

が必要となり、施工は２カ年にわたった。

施工期間中は丁寧かつ適切な品質管理が行

われ、外観にも優れた施工が実施された。

豪雨による仮設道路の崩壊や床掘中の水没

など、災害にも見舞われたが、厳しい条件

下でも事故なく工事を完了させた。

 上越地域振興局農林振興部

予第 16 号 予防治山工事
妙高市大字西野谷

代表取締役 岡　田　繁　継
〒944-0047 新潟県妙高市白山町 2-11-6

ＴＥＬ0255-72-3231　ＦＡＸ0255-72-9663

　令和４年８月に発生した土砂災害に対応する砂防堰

堤工事で、隣接での工事もあり、工程的にも厳しい条

件下での施工であったが、積極的に関係者との連絡調

整を実施し、工程調整を図った。また、施工においては、

ＩＣＴ施工、残存型枠の活用により工程の短縮を図り、

工期内に無事故で砂防堰堤工事を完成させた。

受 賞 者　五十嵐　富夫（現場代理人・監理技術者）

念仏沢川災害関連緊急砂防堰堤工事
村上市貝附

 村上地域振興局地域整備部

代表取締役社長 加　藤　善　典
〒958-0871　新潟県村上市久保多町７番３号

ＴＥＬ0254-53-4165　ＦＡＸ0254-52-1232
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（順不同）

新潟県優良工事等新潟県優良工事等
表彰特集表彰特集

　ラグビーのゴールポストを国際基準に合わせるため

の基礎更新工事で、国際試合誘致のため、令和６年度

中に完成させる必要があったが、スタジアムの利用状

況から実質工期が２ .５カ月しか取れず、非常にタイト

なスケジュールであった。また基礎地盤や地下水への

対処等で困難が予想されたが、関係者と綿密な打ち合

わせを行いながら適時適切な提案で困難を克服し、無

事工期内に完成させた。

受 賞 者　本間　詔（現場代理人・主任技術者）

鳥屋野潟公園新潟スタジアムラグビーゴール更新工事
新潟市中央区清五郎

 新潟地域振興局地域整備部

代表取締役 五　十　嵐　豊
〒950-0150　新潟県新潟市江南区下早通柳田２丁目２番 17 号

ＴＥＬ025-382-3631　ＦＡＸ025-382-2218

五十嵐建設工業株式会社

　施工地は河道内の軟弱地盤上に位置し、仮締切工に

より基礎工および水門工を施工する計画であったが、

施工中に仮締切工の変状が発生し、３回にわたり工事

を中断する事態となった。変状の原因となった軟弱地

盤の追加対策（地盤改良工等）を都度実施するとともに、

仮締切工の継続的なモニタリングを行うことにより、

工期内に安全に工事を完成させた。

受 賞 者　菅野　猛（現場代理人）

一級河川福島潟福島潟水門本体工事
新潟市北区新鼻

 営繕課

福田・皆川・石井特定共同企業体

代表取締役社長　荒　明　正　紀
〒951-8668 新潟県新潟市中央区一番堀通町３番地 10

ＴＥＬ025-266-9111　ＦＡＸ025-266-5591

　燕市の交通公園や三条市の県央基幹病院、三条市立

大学など地域の重要施設へのアクセスとなる（一）三

条八王寺線において、中ノ口川に架橋されている八王

寺橋歩道橋の橋梁補修工事。８０年以上前に架設され

た橋長１６３.２ m の５径間単純下路式トラス橋の全径

間に及ぶ補修であり、通行者や冬期の施工への対応が

必要となるなど、制約の多い工事であったが、施工方

法や工程管理を工夫し、工期内に工事を完成させた。

受 賞 者　長谷川　寛（現場代理人・主任技術者）

道路更新防災（公共橋補）補正八王寺橋歩道橋補修工事
燕市八王寺

 三条地域振興局地域整備部

代表取締役社長 小　林　輝　昭　　　　　
〒950-0087 新潟県新潟市中央区東大通１丁目２番 23 号

ＴＥＬ025-255-5158　ＦＡＸ025-255-5157

　当該路線は中ノ沢集落の生活用道路となっており、

う回路となる町道が狭小で冬期間閉鎖となるため、現

道の通行止をできるだけ避けて工事を進めていく必要

があったが、省スペース化による施工など、積極的に

規制期間を短縮する取り組みを行い円滑な工事実施に

努めた。また、山間地で道路と並行して河川が流れ、

供用中の現道拡幅といった厳しい現場条件であったが、

安全対策に工夫を凝らし、長期間にわたる工事を無事故で完成させた。

受 賞 者　井上　将志（現場代理人・監理技術者）

一般県道中ノ沢内川線（中ノ沢拡幅）道路改良工事
阿賀町上島

 新潟地域振興局津川地区振興事務所

代表取締役社長 猪　俣　一　成
〒959-4501　新潟県東蒲原郡阿賀町九島１２７０番地

ＴＥＬ0254-92-7500　ＦＡＸ0254-92-7550

株式会社 巴 山 組

　国道１１７号灰雨改良事業におけるトンネル工事で

あり、トンネル直上に民家と町道がある厳しい条件に

もかかわらず、施設に影響を与えることなく貫通させ

ることができた。また、コンクリート充填検知システ

ムにより打設状況を確認するなど、施工管理全般にお

いて工夫が見られた。長期間の工事であったものの無

事故かつ工期内に工事を完了させた。

受 賞 者　中山　一史（現場代理人）

一般国道１１７号灰雨改良（仮称）灰雨トンネル（その２）工事
津南町大字芦ヶ崎

 十日町地域振興局地域整備部

加賀田・丸運・高橋工務所特定共同企業体

代表取締役社長　馬　場　　康
〒950-8586 新潟県新潟市中央区万代４丁目５番 15 号

ＴＥＬ025-247-5171　ＦＡＸ025-247-8862

　人家が連坦して通学路になっている現道の区間を迂

回するバイパスの一部となる（新）小坂橋の右岸橋台

を建設する工事で、現場は基礎岩盤線が設計と異なっ

たが、置換コンクリートによる変更に対応した。暑中

コンクリートに対しては、学識者、発注者と協議し、

対策を講じて品質確保に努めた。また、無事故で工事

を完成させた。

受 賞 者　大渕　智宏（現場代理人・監理技術者）

一般国道４０４号交通安全通学路緊急小坂橋Ａ１橋台工事
長岡市塚野山

代表取締役社長 水　澤　一　昌
〒949-5406 新潟県長岡市浦６３６４番地第５

ＴＥＬ0258-92-3145　ＦＡＸ0258-92-3154

 長岡地域振興局地域整備部
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（順不同）

新潟県優良工事等新潟県優良工事等
表彰特集表彰特集

　工事は、出水時における土石流被害を未然に防止す

ることを目的として、砂防堰堤を整備したもの。コン

クリート打設の際、型枠の一部に透明型枠（アクリル板）

を使用し、打設状況の目視確認を可能とすることで、

打設厚さの妥当性の検証、気泡・ブリーディング水の

残置によるあばた発生防止に寄与し、品質の向上に努

めた。

受 賞 者　藤井　敏夫（現場代理人・主任技術者）

野々田沢防災・安全（離島通常砂防）第１号砂防堰堤工事
佐渡市椎泊

 佐渡地域振興局地域整備部

代表取締役 菊　池　光　浩
〒952-0011 新潟県佐渡市両津夷２６８－７

ＴＥＬ0259-27-2965　ＦＡＸ0259-27-7476

有限会社 菊 池 組

　幹線道路である国道３５３号の桂橋歩道橋の下部工

工事で、施工箇所は国道８号バイパスとの交差点付近

に位置し、交通規制が限られるうえ、既存の桂橋や水

管橋などに囲まれた狭小な空間での施工となるなど多

くの制約があった。こうした中、杭施工方法を工夫す

ることで国道の全面通行止を回避し、また入念な施工

計画により、工期内に工事を無事に完成させた。

受 賞 者　大倉　力（現場代理人・主任技術者）

一般国道３５３号バリアフリーまちづくり（改築）桂橋歩道橋下部工工事
柏崎市大字横山

 柏崎地域振興局地域整備部

代表取締役 吉　原　昭　法
〒945-0855　新潟県柏崎市大字鯨波乙５６８番地６

ＴＥＬ0257-24-7515　ＦＡＸ0257-22-7116

　長岡下水処理場で処理機能を継続しながら、塩素混

和池・伸縮継手部を耐震化する工事。そのため、塩素

混和池の機能維持のため仮設管路を設置し、工事は処

理場管理者と綿密な工程調整が必要であった。また、

工期は６月～１０月の５カ月で短いなど制約条件が多

い工事であったが、工期内に工事を完成させた。

受 賞 者　坂口　諒（現場代理人）

長岡処理場塩素混和池耐震化工事
長岡市上柳町

 流域下水道事務所

代表取締役社長　荒　明　正　紀
〒951-8668 新潟県新潟市中央区一番堀通町３番地 10

ＴＥＬ025-266-9111　ＦＡＸ025-266-5591

　佐渡島を周回する主要地方道佐渡一周線にある海府

大橋の補修工事。海府大橋は深い谷地形を結ぶ高所に

架かるため強風に晒されるほか、名勝地の大野亀など

へのアクセスルートであるために日中の交通規制を回

避する必要があるなど、過酷な作業環境の中、適切な

安全管理のもと無事故で工事を完成させた。

受 賞 者　北村　一成（現場代理人・監理技術者）

主要地方道佐渡一周線海府大橋補修その４工事
佐渡市真更川

 佐渡地域振興局地域整備部

代表取締役社長 小　林　輝　昭　　　　　
〒950-0087 新潟県新潟市中央区東大通１丁目２番 23 号

ＴＥＬ025-255-5158　ＦＡＸ025-255-5157

　公共施設や観光施設を結ぶ重要路線である主要地方

道佐渡一周線の前面に新設する潜堤の異形ブロック製

作・据付工事。現場は、他機関が管理する導水管に近

接しており、両津湾内の海象条件など制約の多い工事

であったが、作業船舶と既設構造物との接触防止を徹

底し工期内に工事を完成させた。

受 賞 者　斎藤　哲（現場代理人・監理技術者）

両津港海岸（原黒工区）潜堤工事
佐渡市原黒

 佐渡地域振興局地域整備部

代表取締役社長 奥　村　雄　二
〒951-8650　新潟県新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300 番地３

ＴＥＬ025-229-2511　ＦＡＸ025-222-0657

　既存警察庁舎の老朽・狭隘化に伴う、別敷地での新

庁舎新築工事であり、定められた開署日に間に合わせ

るため、降雪前のコンクリート躯体の完成が必要な厳

しい工程であったが、予定どおり工事を進め、工期内

に完成させた。

受 賞 者　高橋　聡（現場代理人）

南魚沼警察署建築工事
南魚沼市小栗山字長表３１２番２他

 営繕課

加賀田・井口・森下特定共同企業体

代表取締役社長　馬　場　　康
〒950-8586 新潟県新潟市中央区万代４丁目５番 15 号

ＴＥＬ025-247-5171　ＦＡＸ025-247-8862
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　庁舎を新築する工事であり、建築・設備工事と調整し、

安全管理及び工程管理を適切に行った。また、特殊設

備について施設管理者と使用方法や設備配置の確認な

ど積極的に協議を図った。また、特殊設備を中心に情

報管理を適切に行い、機密情報保護を確実に実施した。

受 賞 者　笠原　和敏（現場代理人）

南魚沼警察署電気設備工事
南魚沼市小栗山字長表３１２番２他

 営繕課

代表取締役 富　山　　洋
〒949-6775 新潟県南魚沼市宮４６４番地１

ＴＥＬ025-774-2316　ＦＡＸ025-774-2993

　警察署（庁舎棟及び付属棟）新築に伴う空気調和設

備工事で、一般施設とは異なり、特殊な仕様が要求さ

れる警察署の空気調和設備施工において、建築・電気・

衛生設備工事業者等と長期間にわたる調整を綿密に行

い、適切な品質を確保して工事を完成した。

受 賞 者　小宮山　勉（現場代理人・監理技術者）

南魚沼警察署空気調和設備工事
南魚沼市小栗山字長表３１２番２他

代表取締役 佐　藤　昂　一
〒949-6680 新潟県南魚沼市六日町３５０－１

ＴＥＬ025-772-2353　ＦＡＸ025-772-4181

 営繕課

株式会社

　市道橋梁下の排水路整備で工業団地内の工事であり、

精密機械工場が近接するなか、細心の注意を払いなが

ら施工を行った。業者提案により、現況構造物の調査

を行い、仮設及び施工方法を工夫し無事工事を完成さ

せた。また、狭小な橋梁下での作業であったが、資材

運搬等を工夫し対応した。橋梁添架の水道管に施工機

械が干渉しないような対策も行った。

受 賞 者　五十嵐　信明（現場代理人・主任技術者）

県営ため池等整備事業（用排水・小規模・特定）佐印川排水路地区第３次工事
三条市金子新田

 三条地域振興局農業振興部

代表取締役 酒　井　文　男
〒959-1104　新潟県三条市東光寺３６７１番地

ＴＥＬ0256-45-4599　ＦＡＸ0256-45-4765

株式会社中央建設
地域社会と共に

　狭小なトンネル内の作業であったが、安全確保に細

心の注意を払い、無事工事を完成させた。工事期間が

され、資材搬入が上流側からのみであったが、資材搬

入方法を工夫し対応した。また、トンネル内の湧水を

確実に処理し、グラウト注入の品質向上に努めた。

受 賞 者　山井　直樹（現場代理人・監理技術者）

県営ため池等整備事業（用排水・特大）神納用水路地区第６次工事
村上市松沢、岩野沢

 村上地域振興局農林振興部

代表取締役社長　荒　明　正　紀
〒951-8668 新潟県新潟市中央区一番堀通町３番地 10

ＴＥＬ025-266-9111　ＦＡＸ025-266-5591

　治山ダム工の規模が大きく、加えて河川の水量も多

いため、大掛かりな仮排水設備が必要となり、施工は

２カ年にわたった。施工期間中は丁寧かつ適切な品質

管理が行われ、外観にも優れた施工が実施された。豪

雨による仮設道路の崩壊や床掘中の水没など、災害に

も見舞われたが、厳しい条件下でも事故なく工事を完

了させた。

受 賞 者　霜鳥　千鶴子（現場代理人・主任技術者）

予第 16 号 予防治山工事
妙高市大字西野谷

 上越地域振興局農林振興部

代表取締役 岡　田　繁　継
〒944-0047 新潟県妙高市白山町 2-11-6

ＴＥＬ0255-72-3231　ＦＡＸ0255-72-9663

　令和４年８月の豪雨により渓流沿いで土砂および倒

木が流出し、人家や市道に甚大な被害をもたらした地

区で、施工現場には不安定な土砂や流木が大量に堆積

しており、工程管理、安全管理の徹底が求められた。

また、上流域には荒廃地が広がっており、土石流災害

のリスクを踏まえた安全対策の実施が不可欠であった

ことから、工事は難易度の高いものであった。厳しい

現場条件であったが、細部に至るまで丁寧な配慮がなされ、高度な技術

力が十分に発揮された結果、出来形および品質に優れた工事であった。

受 賞 者　大滝　稔樹（現場代理人・監理技術者）

災関治第３号災害関連緊急治山工事
村上市小岩内

 村上地域振興局農林振興部

代表取締役 小　池　光　之
〒959-3435 新潟県村上市宿田３３０－１

ＴＥＬ0254-66-5015　ＦＡＸ0254-66-5193

新潟県優良工事等新潟県優良工事等
表彰特集表彰特集

（順不同）
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